
































































本論文は全 6 章で構成される．各章の概要を以下に示す． 
 第 1 章では，本研究の概要，背景と課題を述べ，本論文の構成について説明
する．

































Study of community-based tourism using hometown tax donation program   
- Case study of Ohshima Island, Tokyo – 
Summary 
In this study, we propose and examine a tourism model that creates interaction with 
local people. First, we considered a model of community-based tourism using the 
hometown tax donation program. As an implementation of the model, we constructed 
a guide tour plan to Ohshima Island, Tokyo and conducted a trial tour inviting a family. 
In addition, we conducted interviews with tourists and travel companies in the area to 
verify the validity of the model. As a result, communication between tourists and local 
people was successful. The tourists made comments on their tour such as "I was able to 
enjoy sightseeing freely while interacting with the guide and listening his guides 
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  本論文は全 6 章で構成される．各章の概要を以下に示す． 
  第 1 章では，本研究の概要，背景と課題を述べ，本論文の構成について説明する． 
  第 2 章では，着地型観光の現状調査を踏まえ，寄附型システムの支援のモチベー
ションの違いを考察し，本研究の位置付けを述べる．  
  第 3 章では，ふるさと納税制度の現状やそれに伴う課題を整理し，着地型観光の
モデルを提案する．  
  第 4 章では，ケーススタディとして大島町を選定し，離島の観光課題を分析す
る．  
  第 5 章では，第 4 章で設定した観光プランの方向性をもとに事前ヒアリングを
実施し，観光プランの企画を行う．  
























  また資料によると，2016 年から年々ゲスト・ホストのユーザ数を伸ばしており，
2018 年にはゲストが約 40,000 人，ホストが約 5,000 人いることがわかる．また，



























































































































































礼品の送付に係る通知を平成 27 年 4 月以降毎年発出している．さらに，令和元年































図 3 返礼品として合ったらいいもの（出典元 [19]） 
 
  本研究では，第 2 章で述べた着地型観光の事例を踏まえ，着地型観光とふるさと
納税制度に興味を示している．よって，本研究の対象として主婦を含む核家族を対
象とする． 

























































図 4 大島町の位置 
 
 昭和の初頭から多くの文学者や画家から紹介されてきた伊豆大島は，三原山のほ




夏には多くの海水浴客が訪れる [20] [21]． 
昭和 40 年代の離島ブームを機に来島者が 84 万人と急増し，それに伴い，多くの
民宿が生まれた．しかし，昭和 48 年をピークに来島者は減少傾向になり，昭和 53




図 5 観光客数推移（https://www.town.oshima.tokyo.jp/uploaded/attachment/847.pdf） 
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 第 3 章で設定したモデルの要件（１）を満たすために，対象地域における観光資
源の抽出を行う．観光ガイドブックや地域住民からの情報提供を踏まえ，大島町を
構成する地域別に以下の表 3 にまとめたものを示す．  
23 
表 3 対象地域の観光資源一覧 

















































































































































族の構成は，30 代の夫婦（以下，父親，母親）と 7 歳と 5 歳の男児（以下，長男，
次男）の 4 人となっている．モデルツアーの実践日程を 2019 年 12 月 1 日〜2 日と
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図 8 動物と触れ合う様子 

























図 10 泉津の切り通しにおける子供の写真（撮影者：父親） 




























































図 13 地層大切断面に登る観光者家族 
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図 15 裏砂漠で写真を撮る父親 
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図 16 石を積む次男 




























図 19 島のりチャーハン 
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図 20 赤禿での観光者家族の様子 























図 22 ぶらっとハウスでジェラートを食べる観光者 































































































表 5 費用 
 
 














































































どこまで費用として含まれるかは難しい．しかし，1 泊 2 日で 1 人 30,000 円未満
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